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● 月例経済報告（3/26）
(3月)

(2月)

(3月) 感染症の影響により、こ
のところ弱い動きとなって
いる。

(2月) 持ち直している。

(3月) 機械投資は、おおむね横
ばいとなっている。

(2月) 機械投資は、緩やかな増加
傾向にあるものの、一部に弱
さがみられる。

(3月) 弱含んでいる。

(2月) 弱含んでいる。

(3月) 改善してきたが、感染症
の影響がみられる。

(2月) 改善している。

景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、足下で大幅に下押しされており、厳しい状況
にある。
感染症の影響による厳しい状況が続くと見込まれる。また、感染症が内外経済をさらに下振れさせるリスク
に十分注意する必要がある。金融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。

景気は、輸出が引き続き弱含むなかで、製造業を中心に弱さが一段と増しているものの、緩やかに回復して
いる。
当面、弱さが残るものの、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が
続くことが期待されるが、新型コロナウイルス感染症が内外経済に与える影響に十分注意する必要がある。
また、通商問題を巡る動向等の海外経済の動向や金融資本市場の変動の影響にも留意する必要がある。
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(3月) 引き続き弱含んでいる。

(2月) 引き続き弱含んでいる。

(3月) 弱含んでいる。

(2月) 弱含んでいる。

(3月) このところ緩やかに下落
している。

(2月) このところ横ばいとなってい
る。

(3月) このところ横ばいとなって
いる。

(2月) このところ上昇テンポが鈍化
している。

(3月)

(2月)
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世界の景気は、新型コロナウイルス感染症の世界的大流行の影響により、経済活動が抑制さ
れており、足下で急速に減速している。
先行きについては、当面、感染症の影響が続くと見込まれ、景気がさらに下振れするリスクがある。また、
金融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。

 海外経済

 国内企業物価

 消費者物価

世界の景気は、全体としては緩やかに回復しているが、そのテンポは鈍化している。
先行きについては、当面は回復の鈍さが残るものの、全体としては緩やかに回復していくことが期待される。
ただし、新型コロナウイルス感染症の影響によって景気が下振れするリスクがある。また、通商問題を巡る動
向、金融資本市場の変動等によるリスクに留意する必要がある。

 生産

 輸出
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https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/getsurei-index.html

